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気圧概念の理解における環境的視点と力学的視点の

統合 ・ 変換の試み
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1　 は じめに

　 中学校理科気象単元 の 学習にお い ては、従来か

ら気圧概 念の理解に課題があるこ とが指摘 されて

い る。特に、空気の積み重な りとして の気圧 の 理

解や風など他の気象要素との 関連、場所に よる気

圧の 違い など気圧に関わ る環境的視点と、粒子 の

運動による物理的な圧力とい っ た気圧の 力学的視

点とが十分に 関連づ けられて い ない 等の課題があ

ることが指摘 されて い る （藤田 ：2005）。 そ して 、

こ の ような理解 に とどまっ て しま うこ とが、気象

分野を暗記中心 の 学習内容 ととらえさせ て し ま う
一

因にもなっ て い るよ うに思われる。

　より確か な気圧概念 の 構築に向けては、先の環

境的視点 として の 内容 ・要素 と力学的視点 として

の 内容 ・要素を、単元全体を通 じて 計画的に指導

し、 状況に応 じて 自在に使い分けなが ら説明でき

るような、気圧概念として の 統合 と相互 の変換が

で きる よ うに な る こ とが重要で あ ると考え る。

　本研究で は 、 中学校理科気象単元におい て気 圧

概 念の 環境的視点と力学的視点の統合 ・変換を目

指すカ リキ ュ ラム を実践するとともに、その概念

の 理解の 実態に つ い て検討す る中で、学習指導に

対する有益な示唆を得る こ とを目的とする。

2　調査ならびに授業の概要
・調査時期 ：2013年 2 月中旬〜3月 中旬

・対象 ：神奈川県内国立大学附属 中学校 2年生

　　 1 クラ ス 43名
・調査対象授業の 内容 沖 学校理 科 第 2分野 「天

　　気 とその変化」　 （表 1参照）
・調査方法 ：授業へ の参与観察と VTR記鍬 授業

　　 で用 い た ワ ー
ク シ ー

トな らび に振 り返 りシ

　　 ー トの収集

3　分析方法

　気圧 の 理解に関する以 下 の 2 つ の 視点に っ い

て ， そ の 理解状況 を把握 ・分析 した。

  高気圧 低 気圧 の位置や気温 風向 ・風速 、 地

　　形など巨視的・環境的視点に関す る理解状況

　　と、気体の 粒子 の 運動に よ っ て かか る力 とと

表 1 授業の 概 要

　　らえる微視的・力学的視点の 理解状況

  上記 2 つ の 視点の 統合ならびに相互変換的な

　　説明 の 実態とそ の 内容

4　結果と考察

　単元前半における気圧の力学的視点を学ぶ場面

（表 1に お ける第 2次の網掛け部）で は 、多くの 生徒が

空気を粒として描画し、空気分子 の 衝突による力を

気圧 としてイメ
ージすることが出来てい る実態が、ワ

ークシートの記述から確認できた。しか し、この 時点

の 振り返 りシ…トで は 、そ の 考え方を天気の 変化に

関連づ けるまでには至 っ てお らず、
「気温

一気圧」の

関係の記述に留まる実態が多く見られた 。

　そ の 後、気圧 の 環境的視点を与える場面（表 1に

お ける第4次の網掛け部）に お い て 、空気分子 の 粒

の 数を空気の 厚さに置き換えて とらえる等 、 大気をと

らえるス ケ
ール を拡大して い く指導を加えたところ 、

力学的視点を環塊的視点に結びつ けた説明がワー

クシ ート上 に なされ るようになっ た。この 結果は、後

の 振り返 りシ
ー

トにお い て 、 低気圧付近で発生する

上昇気流に つ い て 、日射によっ て地面があたたまる

ことや空気密度に言及しながら空気分子を用 い て説

明しようとする実態として確認された。これ らは、双方

の 視点の統合と変換の 実態と見ることがで きる。
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